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東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
期
に

お
け
る
保
健
活
動
に
つ
い
て

【
目
的
】　
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災

か
ら
９
年
が
経
過
し
、
復
興
創
生
期
も

終
盤
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
震
災
当
時
に
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
し
た
保
健
師
は

退
職
を
迎
え
、
震
災
後
に
採
用
さ
れ
た

保
健
師
が
増
加
し
、
保
健
師
の
世
代
交

代
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
、
平

成
28
年
度
に
福
島
県
支
部
が
実
施
し
た

「
災
害
後
の
保
健
活
動
に
お
け
る
現
状
と

課
題
」の
調
査
で
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見

を
分
析
し
、
復
興
期
に
お
け
る
被
災
地

の
保
健
活
動
の
一
助
と
す
る
も
の
で
す
。

【
方
法
】　

①
「
保
健
活
動
の
課
題
」と

「
保
健
活
動
で
推
進
す
べ
き
こ
と
」の
自

由
記
載
に
つい
て
は
、
テ
キ
ス
ト
解
析
ソ
フ

ト
で
あ
るK

H
 Coder

を
用
い
て
、
高
い

共
起
性
が
見
ら
れ
る
複
数
単
語
を
ま
と

め
ま
し
た
。
②
「
保
健
活
動
の
課
題
」と

経
験
年
数
に
お
い
て
は
、
５
年
未
満
の

者
は
、
よ
り
地
域
住
民
に
近
い
意
見
が
多

い
が
、
年
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
よ
り

困
難
な
事
例
や
組
織
上
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

職
業
性
ス
ト
レ
ス
項
目
で
は
「
感
情
面

で
負
担
に
な
る
仕
事
だ
」「
複
数
の
人
か

ら
お
互
い
に
矛
盾
し
た
こ
と
を
要
求
さ
れ

る
」に「
そ
う
だ
。
ま
あ
そ
う
だ
」を
選

択
し
た
者
は
、
保
健
師
側
の
課
題
と
し

て
業
務
量
、
特
に
事
務
量
の
多
さ
、
保

健
師
間
の
連
携
不
足
、
業
務
の
優
先
順

位
が
示
唆
さ
れ
、
住
民
側
の
課
題
と
し

て
は
、地
域
や
人
間
関
係
の
希
薄
さ
、個
々

の
ケ
ー
ス
が
複
雑
に
な
って
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
活
動
で
推
進
す
べ
き
こ
と
で
は
、

３
県
す
べ
て
に
お
い
て
多
職
種
・
部
署
横

断
的
で
一
貫
し
た
連
携
体
制
の
構
築
が

挙
げ
ら
れ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
役

割
分
担
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

職
業
性
ス
ト
レ
ス
項
目
に
つい
て
、「
感

情
面
で
負
担
に
な
る
仕
事
だ
」「
複
数
の

人
か
ら
お
互
い
に
矛
盾
し
た
こ
と
を
要
求

さ
れ
る
」で「
そ
う
だ
。
ま
あ
そ
う
だ
」を

選
択
し
た
者
は
、
地
域
診
断
に
基
づ
く

事
業
、保
健
師
同
士
の
つ
な
が
り
の
強
化
、

地
域
の
課
題
と
し
て
精
神
障
が
い
者
支

援
や
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
を
回
答

し
た
者
が
多
く
、
保
健
師
間
の
連
携
が

職
業
性
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
察
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】　
復
興
期
に
当
た
って
は
、
震

災
後
に
増
加
し
た
業
務
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体

の
方
針
を
踏
ま
え
、
地
域
診
断
を
実
施

し
た
上
で
、
今
必
要
な
業
務
の
見
極
め
、

他
職
種
と
連
携
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災
後
に

採
用
さ
れ
た
保
健
師
た
ち
の
職
場
環
境

の
改
善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
と
す
る

視
点
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
、
復
興
期

に
お
け
る
保
健
活
動
に
必
要
な
こ
と
と

だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
＝
福
島
県
南
相
馬
市　

山
田
祐
子
）

市
町
村
保
健
師
の
人
材
確
保
に

向
け
た
効
果
的
な
保
健
活
動
の

方
策
に
関
す
る
研
究

～
非
常
勤
保
健
師
の
課
題
と
対
策
～

【
目
的
】　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、保
健
師
の
役
割
が
年
々
変
化
、

「
保
健
活
動
で
推
進
す
べ
き
こ
と
」の
自

由
記
載
と
、
所
属
地
域（
東
北
３
県
：

岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
）、う
つ
傾
向
、

経
験
年
数
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
項
目
、
避

難
履
歴
で
対
応
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

【
結
果
と
考
察
】　
保
健
活
動
の
課
題
で

は
、県
別
の
特
徴
を
見
る
と
、岩
手
県
は
、

転
居
に
よ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
崩
壊
、
個
々
の

ケ
ー
ス
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
、
宮
城

県
は
、
分
散
配
置
と
業
務
分
担
制
は
定

着
し
て
い
る
が
、
地
域
の
課
題
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業
の
評
価
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
福
島
県
は
、
事

業
が
増
え
て
お
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

う
つ
傾
向
が
あ
る
者
は
、
事
業
を
す

る
上
で
地
域
診
断
や
コ
ミュニ
テ
ィ
の
再
構

築
な
ど
の
困
難
さ
を
感
じ
て
お
り
、
う
つ

傾
向
が
な
し
の
者
は
、
保
健
活
動
を
す

る
上
で
の
技
術
、
能
力
向
上
の
必
要
性

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

拡
大
す
る
中
で
、
常
勤
保
健
師（
以
下
、

「
常
勤
」と
い
う
）の
確
保
が
困
難
な
自
治

体
も
多
く
、
非
常
勤
保
健
師（
以
下
、「
非

常
勤
」と
い
う
）を
雇
用
し
業
務
を
進
め

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
活
用

の
実
態
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
今
回
、
市
町
村
保
健
師
の
人
材
確

保
と
保
健
活
動
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、

常
勤
と
非
常
勤
と
の
望
ま
し
い
役
割
分

担
の
在
り
方
や
、
そ
の
就
業
形
態
を
踏

ま
え
た
効
率
的
な
保
健
活
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
方
法
】　
調
査
対
象
を
福
岡
県
内
の
統

括
的
立
場
の
保
健
師
と
し
、
対
象
の
選

定
は
、
①
過
去
５
年
以
内
に
常
勤
を
雇

用
、
②
か
つ
非
常
勤
を
雇
用
し
て
い
る
自

治
体
に
所
属
し
、
非
常
勤
と
の
協
働
に
お

い
て
課
題
を
認
識
し
て
い
る
者
と
し
ま
し

た
。
調
査
方
法
は
、
半
構
成
的
面
接
調

査
を
用
い
逐
語
録
か
ら
該
当
す
る
内
容

を
抽
出
し
、
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
質
的

帰
納
的
に
分
類
し
ま
し
た（
表
１
）。
倫

理
的
配
慮
と
し
て
、
九
州
大
学
医
系
地

区
部
局
臨
床
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の

承
認
を
受
け
ま
し
た（
承
認
番
号2019-

278

）。

【
結
果
】　

対
象
と
な
っ
た
保
健
師
の
所

属
自
治
体
は
、
５
市
４
町
で
、
人
口
は
約

１
万
５
千
人
か
ら
９
万
７
千
人
、
常
勤
に

対
す
る
非
常
勤
の
割
合
は
13
・
６
％
か
ら

は
、
希
望
に
沿
っ
た
研
修
参
加
、
上
司
に

よ
る
直
接
勧
奨
な
ど
の
工
夫
、
家
庭
訪
問

で
は
、
指
導
訪
問
か
ら
単
独
訪
問
への
段

階
的
な
実
施
、
新
た
な
取
り
組
み
に
は

事
前
に
詳
細
な
説
明
を
す
る
な
ど
、
適

切
な
個
別
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
常
勤
が
行
う
業
務
の
企
画
や
予

算
要
求
を
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
人
材
育
成
の
課
題
と
し
て

は
、
保
健
師
全
体
の
人
材
育
成
体
制
が

で
き
て
い
な
い
、
組
織
の
体
制
上
事
務
職

が
メ
ン
タ
ー
に
な
って
い
る
、
常
勤
が
非
常

勤
よ
り
年
下
の
場
合
は
指
導
が
難
し
い
、

な
ど
の
意
見
も
挙
が
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

非
常
勤
の
雇
用
形
態
や
能
力
を
評
価
す

る
仕
組
み
が
な
い
こ
と
も
課
題
と
し
て
出

さ
れ
、
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

【
考
察
】　
非
常
勤
の
雇
用
形
態
や
前
歴
、

43
・
５
％
で
し
た
。

非
常
勤
が
担
う
役
割
の
特
徴
と
し
て
、

単
独
で
担
え
る
も
の
と
常
勤
や
多
職
種

と
の
協
働
に
よ
り
担
え
る
も
の
に
大
別
で

き
ま
し
た（
表
２
）。
こ
れ
は
非
常
勤
の
経

験
等
の
属
性
に
よ
って
同
一
自
治
体
内
で

も
異
な
っ
て
お
り
、
中
に
は
リ
ー
ダ
ー
的

な
役
割
を
担
って
い
る
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
災
害
等
非
常
事
態
時
は
、

す
べ
て
の
自
治
体
が
常
勤
対
応
と
し
て
お

り
、
今
後
、
避
難
所
設
置
後
の
日
中
の

対
応
は
非
常
勤
対
応
を
想
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

役
割
に
影
響
し
た
こ
と
と
し
て
、
自

治
体
側
の
要
因
で
は
、「
非
常
勤
の
雇
用

形
態
」「
常
勤
の
業
務
体
制
」
等
が
あ
り
、

非
常
勤
側
の
要
因
で
は
、「
非
常
勤
の
保

健
師
等
の
職
務
経
験
」「
非
常
勤
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」等
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
非
常
勤
の
人
材
育
成
に
つい
て

業
務
に
対
す
る
意
欲
な
ど
が
役
割
や
取

り
組
み
に
も
影
響
し
て
お
り
、
や
り
が
い

を
感
じ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

な
配
置
や
人
材
育
成
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
で
、
効
果
的
な
保
健
活
動
に
つ
な
が
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
働

き
方
改
革
が
進
み
、
さ
ら
に
外
部
委
託

に
よ
る
保
健
活
動
が
進
む
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
中
、
非
常
勤
の
個
々
の
実
践
力
を

評
価
し
、
そ
の
能
力
を
意
識
的
に
引
き

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

常
勤
に
よ
る
人
材
育
成
や
人
材
確
保
の

将
来
展
望
の
予
測
や
意
識
の
醸
成
が
必

要
で
あ
り
、
自
治
体
組
織
の
中
で
非
常

勤
の
役
割
を
明
確
に
位
置
付
け
、
協
働

す
る
こ
と
で
、
保
健
活
動
の
質
の
維
持
・

向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
研
究
に
際
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
＝
福
岡
県　

馬
場
順
子
）

表1　カテゴリー

非常勤が担当している業務内容と役割

非常勤の役割に影響したこと

非常勤雇用になっている理由

非常勤の人材育成

課題

人材確保

表2　非常勤が担当している業務内容や
役割（抜粋）

項　　目 業務内容や役割
（例）

単
独
で
担
う
役
割

住民への
個別の対応

個別相談対応 育児相談、来所相談
対応

家庭訪問 乳幼児全戸訪問

企画された
事業の補助 特定健診保健指導

住民への
集団的対応

企画された
事業の準備、
実施

介護予防教室等の
当日の運営

常
勤
等
と
協
働
で
担
う
役
割

担当業務に
関連した企
画検討への
参加

担当業務で
把握した
情報の提供

担当地区を持ち、自
分で地域特性を把握
事業について改善
の意見を発言

担当業務に
関する会議
への参画

企画について常勤
と一緒に協議
会議の開催など中
心的な役割

常勤と相互補完的な業務

対人サービスは一
緒に対応
地区診断や事業の
企画は常勤と同様
に実施

複雑な事例対応 困難事例は常勤と
一緒に対応

常勤との分担による
補佐的業務

多職種連携が必要な
案件などは常勤と相
談しながら対応
非常勤だけで最終
判断はない

常
勤
の
み
の
役
割

非常事態時の対応

災害対応は常勤
避難所設置後、日中
対応について非常
勤が関わることを
想定
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